
 臨床研究 

「がんゲノムパネル検査における患者満足度の後方視野的調査」 

について 

 

 筑波大学附属病院では、標題の臨床研究を実施しております。 

 本研究の概要は以下のとおりです。 

 

①  研究の目的 

がんゲノムパネル検査で病的意義を持つ遺伝子変異が新規に見つかり、それが新規治療に結び付

く症例はおおよそ 10%程度であると言われています。検査を受けたほとんどの方が新規治療に到達

しないということになりますが、治療につながらなかった方々の心理的状況に関する報告はこれま

でほとんどなされていませんでした。筑波大学付属病院腫瘍内科ではがんゲノムパネル検査開始時

より、初診時、検査提出時、検査結果説明後の診療録に患者心理的ケアを徹底してきており、今回

の研究では後方視野的に過去の診療録から患者さんの心理状況を抽出し、それを評価する目的で立

案しました。 

 

②  研究対象者 

2019年 6月 1日から 2022年 9月 30日までに筑波大学附属病院腫瘍内科にて、がんゲノムパネル

検査（NCCオンコパネル、FoundationOne CDx、FoundationOne Liquid CDx）を保険診療で受けられ

た悪性腫瘍症例を対象とします。 

 

③ 研究期間：倫理審査委員会承認後〜2024年 3月 31日まで 

 

④  研究の方法 

2019年 6月 1日以降、保険診療でがんゲノムパネル検査（NCC-オンコパネル、FoundationOne CDx、

FoundationOne Liquid CDx）を受けた患者さんの、検査前、検査提出時、検査結果説明時の心理状

況について診療録より抽出する。検査を受けたことに満足した症例、検査を受けたが失望した症例、

検査前後で心理的変化がなかった症例に振り分け、それぞれの症例と、各臨床データ（検査時年齢、

性別、悪性腫瘍の種類、治療歴、合併症、ECOG Performance Status、腫瘍内科受診動機、血液デー

タ、診療上得られた遺伝子変異の種類、社会生活歴）との相関について検証する。 

 

⑤  情報の項目 

がんゲノムパネル検査前、検査提出時、検査結果説明時の心理状況、検査時年齢、性別、悪性腫瘍

の種類、治療歴、合併症、ECOG Performance Status、腫瘍内科受診動機、血液データ、診療上得ら

れた遺伝子変異の種類、社会生活歴 

 



 

⑥  試料・情報の第三者への提供について 

該当しません。 

 

⑦  試料・情報の管理について責任を有する者 

  筑波大学附属病院 腫瘍内科 鈴木敏夫 

 

⑧  研究機関名および研究責任者名 

筑波大学附属病院 腫瘍内科 鈴木敏夫 

 

⑨  本研究への参加を希望されない場合 

患者さんやご家族が本研究への参加を希望されない場合は、下記の問い合わせ先へご連絡くだ

さい。すでに研究結果が公表されている場合など、ご希望に添えない場合もございます。 

 

⑩ 問い合わせ連絡先 

筑波大学附属病院：〒305-8576 茨城県つくば市天久保 2-1-1 

所属・担当者名：腫瘍内科 鈴木敏夫 

電話：029-853-3525 (平日 10～17時) 


